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広
島
土
砂
災
害

　
広
島
市
北
部
を
襲
っ
た
大

規
模
土
砂
災
害
で
、
被
災
者

の
ケ
ア
が
本
格
化
し
て
い

る
。
身
近
な
人
や
自
宅
を
失

っ
た
シ
ョ
ッ
ク
、
長
引
く
避

難
生
活
で
の
心
労
…
…
。
「
少

し
で
も
和
ら
げ
た
い
」
。
３

年
前
の
東
日
本
大
震
災
を
き

っ
か
け
に
発
足
し
た
「
災
害

派
遣
精
神
医
療
矛
・
‐
。
ム
」
（
Ｄ

Ｐ
Ａ
Ｔ
）
も
始
動
。
遊
び
場

ンを
テ失

イ　つ
アた

が子
託の
児た

所め
をに
開ボ
くラ

な
ど
、
過
去
の
災
害
を
教
訓

と
し
た
取
り
組
み
や
支
援
の

両
親
と
身
を
寄
せ
る
無
職
男

性
（
4
4
）
は
2
0
目
未
明
、
自

宅
２
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
、

そ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に

し
た
。
親
戚
は
無
事
だ
っ
た

が
、
暗
闇
で
昧
わ
っ
た
恐
怖

感
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

支援る
１4
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些
ｔ
詞
に
汚
’
Ｑ
べ
ｘ
″
ｔ
名

敷
い
た
だ
け
の
避
難
所
で
は

よ
く
眠
れ
な
い
日
々
が
続

24時間態勢

歯
舞
蚕
糖
類

被災者目配り
　
「
雨
が
降
る
た
び
、
土
石
渡

や
雷
の
高
音
（
ご
う
お
ん
）

を
思
い
出
し
て
怖
い
」
と
フ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
症
状
を

訴
え
る
住
民
も
い
る
。

　
　
「
心
の
ケ
ア
は
発
生
直
後

よ
り
、
数
日
後
以
降
か
ら
必

要
性
が
高
ま
る
」
と
話
す
。

　
被
災
地
で
は
全
国
で
初
め

て
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
が
活
動
中
。
東

日
本
大
震
災
を
機
に
1
3
年
４

月
、
厚
生
労
働
省
が
都
道
府

県
な
ど
に
編
成
を
呼
び
か

け
、
精
神
科
医
や
看
護
師
、

避難所を巡回し健康状態を確認する広島
市立病院の医師（25､日、広島市安佐南区）
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避
難
所
で
託
児
所
開
設
一

避
難
所
に
設
け
ら
れ
た
託
児
ス
ペ
ー
ス
で
子
ど
も
を
世
話
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
中
学
生
（
2
5
日
、
広
島
市
安
佐
南
区
の
緑
井
小
学
校
）

　
広
島
市
の
土
砂
災
害
で
避

難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る

被
災
者
を
支
援
し
よ
う
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
市
立
緑

井
小
学
校
（
安
佐
南
区
）
に

開
い
た
熊
料
託
児
所
が
、
乳

幼
児
を
抱
え
る
住
民
ら
の
育

児
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
も
っ
と
絵
本
読
ん
で
ほ

し
い
な
」
。
２
階
教
室
か
ら

避
難
中
の
子
供
の
に
ぎ
や
か

な
声
が
響
く
。
子
供
た
ち
が

手
に
す
る
お
も
ち
ゃ
や
絵
本

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
す
る
近
所
の
保
育
士
ら

が
持
ち
込
ん
だ
も
の
だ
。

　
同
小
に
は
2
5
日
午
後
３
時

現
在
、
4
4
世
帯
１
１
５
人
が

避
難
。
乳
児
か
ら
中
高
生
ま

で
約
2
0
人
の
子
供
も
保
護
者

と
と
も
に
身
を
寄
せ
る
。

　
駐
車
場
に
な
っ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
ぬ
か
る
み
、
雨
模
様

が
続
く
中
、
子
供
が
思
い
切

り
遊
び
、
発
散
で
き
る
場
は

多
く
な
い
。
「
不
自
由
な
毎

日
で
親
も
子
も
疲
れ
が
た
ま

っ
て
い
る
」
。
そ
ん
な
声
が

上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
被
災
を
免
れ
た
地
域
の
母

親
ら
が
発
生
４
目
目
の
2
3
目

に
託
児
所
を
立
ち
上
げ
、
中

｜

｜

ｌ

ｌ

⑤
⑤
⑤
□

　
広
島
市
の
土
砂
災
害
で
2
5
目

に
市
が
公
表
し
た
2
8
人
の
行
方

不
問
者
は
次
の
通
り
。

　
「
安
佐
南
区
八
木
３
」
佐
々

木
秀
敏
さ
ん
（
5
0
代
）
▽
佐
々

木
原
子
さ
ん
（
5
0
代
）
▽
広
兼

砲
呉
さ
ん
（
6
0
代
）
▽
広
兼
真

押
子
さ
ん
（
6
0
代
）
▽
人
目
弘

子
さ
ん
（
6
0
代
）
▽
六
窓
幸
雄

さ
ん
（
7
0
代
）
▽
回
米
美
奈
子

さ
ん
（
3
0
代
）
▽
結
氷
真
田
美

さ
ん
（
5
0
代
）
▽
湯
浅
康
弘
さ

ん
（
2
0
代
）
▽
湯
浅
み
な
み
ざ

ん
（
2
0
代
）
▽
松
枝
隆
弘
さ
ん
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保
健
師
ら
で
槙
碍
法
意
律

の
要
請
で
県
が
派
遣
し
、
３

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
2
2
日
夜

か
ら
避
難
所
を
巡
回
申
だ
。

　
チ
ー
ム
は
保
健
師
が
ケ
ア

の
必
要
性
を
指
摘
す
る
な
ど

し
た
被
災
者
ら
と
避
難
所
近

く
の
個
室
で
面
談
し
、
症
状

を
聞
き
取
る
。
県
健
康
対
策

課
に
よ
る
と
、
2
5
日
夜
ま
で

に
2
4
入
と
面
談
。
「
集
団
生

活
に
な
じ
め
な
い
」
　
「
土
石

流
の
恐
怖
が
消
え
な
い
」
な

ど
の
訴
え
が
あ
っ
た
。
必
要

に
応
じ
て
医
師
が
薬
を
処
方

し
、
状
況
が
改
善
し
な
い
場

合
に
は
入
院
も
検
討
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
県
と
市
は
避
難

所
５
ヵ
所
に
保
健
師
を
常
駐

さ
せ
、

2 4
時
間
態
勢
で
体
調

な
ど
に
回
配
り
し
て
い
る
。

広
島
市
立
病
院
の
医
師
ら
に

よ
る
チ
Ｌ
ム
も
巡
回
、
精
神

面
の
ケ
ア
に
も
当
た
る
。

　
安
佐
南
区
と
安
佐
北
区
の

避
難
所
に
は

2 5
日
、
約
ｔ
６

０
０
人
が
避
難
し
て
い
る
。

に
い
３
Ｍ
Ｕ
に
ｊ
ａ
Ｍ
Ｍ
ａ
い
い
い
い
Ｚ
に
い
Ｍ
尽
に
い
？
へ
ー

高
校
生
を
含
め
た
メ
ン
バ
ー

ー
が
毎
日
午
前
９
時
１
午

後
５
時
、
約

1 0
人
の
面
倒
を

胴
副
題

見
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。

　
避
難
中
の
男
性
会
社
員

・
　（

お
Ｉ
）
は
、
周
辺
ま
で
土
砂

が
流
れ
込
ん
だ
自
宅
へ
荷
物

を
取
句
に
帰
る
二
時
帰
宅
」

の
際
に
利
用
。
生
後
1
0
力
月
、

４
歳
、
７
歳
児
の
３
人
を
預

け
た
。
「
子
供
を
連
れ
て
行

く
の
は
不
安
が
大
き
い
。
育

児
経
験
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
、

助
か
り
ま
す
」
と
話
す
。
／

　
近
所
に
住
む
ボ
ラ
ン
テ
そ

ア
の
藤
原
和
枝
さ
ん
（
4
2
）

は
「
少
し
で
も
気
分
転
換
に
・

つ
な
が
れ
ば
」
と
話
す
。
　
一

死
者
5
8
人
に
混
載

　
広
島
市
の
土
砂
災
害
で
広

島
県
警
は
2
5
日
、
６
人
の
遺

体
が
見
つ
か
り
、
死
者
は
5
8

人
に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。

一
方
、
市
は
土
砂
災
害
の
被

災
地
で
所
在
が
確
率
で
き
な

い
2
8
人
を
「
行
方
不
明
者
」

―
‐
ｊ
１
１
－
－
ｌ
ｊ
－
１
－
Ｉ
１
１

（
3
0
代
）
▽
三
好
千
賀
子
さ
ん

屈
代
）
▽
三
好
麗
奈
さ
ん
（
2
0

代
）
▽
石
川
史
郎
さ
ん
（
4
0
代
）

▽
石
川
仁
美
さ
ん
（
3
0
代
）
▽

“｀””‾‾‾・　　　　　　　ぺ

奉
原
幹
治
さ
ん
（
4
0
代
）
▽
顛
∵

田
末
男
さ
ん
（
6
0
代
）
▽
古
井

滋
さ
ん
（
4
0
代
）
▽
古
井
香
織

己
ん
（
3
0
代
）
▽
古
井
志
阻
さ

ん
（
1
0
代
）
’
「
同
区
八
木
４
」

角
野
千
津
子
さ
ん
（
6
0
代
）
▽

ら
野
和
郎
さ
ん
（
5
0
代
）
▽
渡

俎
釜
子
さ
ん
（
6
0
代
）
▽
池

田
恵
津
子
さ
ん
（
6
0
代
）
▽
宗

じ

　
【
同
区

ん
（
8
0

品
代
）
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と
し
て
氏
名
な
ど
め
公
開

に
踏
み
切
っ
た
。
発
生
６
日

目
に
な
っ
て
か
ら
安
否
確
認

を
目
的
に
、
被
災
自
治
体
が

情
報
提
供
を
求
め
た
も
の

だ
。
広
湯
県
警
の
寒
□
に
は

一
丿
件
の
電
話
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
過
去
の
大
規
模
災
害
で
も

個
人
情
報
保
護
と
の
兼
ね
合

い
で
、
取
り
扱
い
を
巡
っ
て

自
治
体
の
判
断
が
割
れ
て
き
Ｉ

た
。
松
井
一
実
市
長
は
【
緊

急
性
を
考
え
、
私
の
責
任
で

】

決
め
た
」
と
述
べ
た
。

　
行
方
不
間
者
の
中
に
は
い

も
早
く
親
類
宅
な
ど
に
避
難

し
た
り
、
外
出
中
で
不
在
だ

っ
た
人
が
計
上
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
り
、
不
間
者
特
定
に

伴
う
捜
索
活
動
の
迅
速
化
を

求
め
る
声
が
出
て
い
た
。
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市
は
本
人
同
意
が
な
い
安

ま
で
の
氏
名
公
表
が
市
個
ル

情
報
保
護
条
例
に
抵
触
し
な

い
か
な
ど
を
検
証
。
「
生
命
、

健
康
、
生
活
ま
た
は
財
産
を

保
護
す
る
た
め
に
緊
急
か
つ

や
む
を
え
な
い
」
場
合
に
叫

同
意
な
し
に
公
表
で
き
る
と

の
市
条
例
の
規
定
を
適
用
。

氏
名
の
漢
字
、
読
み
の
ほ
か

性
別
は
公
表
し
た
が
、
住
所

は
「
１
丁
目
」
ま
で
、

も
「
5
0
歳
代
」
な
ど
と
年
代

なきj

　
東
日
本
大
服
災
で
宮
城
ほ

は
、
避
難
所
に
身
を
寄
せ
芯

被
災
者
の
氏
名
や
避
難
先
を

本
人
同
意
を
取
ら
ず
に
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
。

県
政
情
報
公
開
室
の
担
当
者

は
「
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、

緊
急
的
な
措
置
だ
っ
た
」
と

説
明
。
一
方
、
県
に
よ
る
情

報
提
供
の
依
頼
に
対
し
「
個

人
情
報
保
護
を
理
由
に
拒
否

し
た
自
治
体
も
あ
っ
た
」
。

　
東
京
女
子
大
の
広
瀬
弘
志

名
誉
教
授
（
災
害
心
理
学
）

は
≒
災
害
時
は
行
方
不
明
者

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
」
と
指
摘
。
発
生

６
日
目
と
な
り
「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
よ
り
公
開
す
尽
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意
義
の
方
が
大
き
い
」
と
匹

す
ひ
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